


ヘッドブリュワーのキース・ヴィラ

Blue Moonの歴史は、ヘッドブリュワーであるキース・ヴィラが、95年のメジャーリーグ開幕時、コロラド州デン

バーにあるコロラドロッキーズのスタジアムの地下でビールを醸造したことから始まります。彼は、古典的なベル

ジャンホワイトをより飲みやすく、誰もが楽しめるビールにしたいと考え、「ビール造りはアートである」という信念

のもとクラフトビール造りに励んできました。

ある日、そのビールの試飲会に参加していた

ひとりが思わず「こんなに素晴らしい味は奇跡！

（Once in a blue moon！＝ごく稀に、滅多に

ないという意味)」と声をあげたことから、

「ブルームーン・ブリューイング・カンパニー」は

誕生しました。

Blue Moon 誕生までの軌跡

芸術的な味わいブルームーン
醸造学を学んだベルギーから、香り高いベルギー産小麦を用いた

伝統的なビールの醸造技術を持ち帰ったキースは、かつてない

味わいを求めて、彼は伝統的な製造方法にTwist（ひねり）を

加えることに挑みます。まずは微かな甘味を生み出すため、最高

級のバレンシアオレンジのピールを使い始めます。その後、小麦と

オーツ麦を加えることで、滑らかでクリーミーな後味を引き出す

ことに成功。また、醸造する際に使うバレンシアオレンジの

柑橘感を高めるため、仕上げにはオレンジ・ガーニッシュを添えて

ビールを提供することを考案しました。グラスに飾ったオレンジ・

ガーニッシュが、ビールの持つシトラスの香りと風味をいっそう

高め、芸術的な味わいが生まれたのです。
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